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1.　はじめに

製品や企業の環境側面に目を向けられる機会
が増えている。製品の環境配慮として、有害物
質の不使用や省エネ性能向上など様々な観点が
考えられるが、環境にやさしいとされる代替物
質を使用することで別の環境負荷が発生してい
ないか、使用時の省エネ性能を高めるために製
造工程で環境負荷が発生していないか、環境負
荷はどの程度削減されているのかといった疑問
が生じることがある。このような疑問に対して、

科学的根拠に基づき製品等の環境側面を定量的
に評価するのがライフサイクルアセスメント
（Life Cycle Assessment：LCA）である。LCA

では様々な環境問題を評価することができるが、
近年では特に環境問題として気候変動が注目さ
れていることから、これを対象とした評価を行
う例も多い。
気候変動への対応に関連して、環境報告書に
温室効果ガス排出量を記載する企業が増えてい
る。組織の温室効果ガス排出量は多くの場合
GHGプロトコル1)という基準に基づいて算定
されている。従来、自社が排出する温室効果ガ
ス排出量を算定していたが、近年ではバリュー
チェーン全体での温室効果ガス排出量が算定さ
れることも多い。この算定に利用されるのが
GHGプロトコルの Scope3と呼ばれる基準であ
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